
ニレの木

20m

トドマツB

胸高直径 30cm

樹高     25m

トドマツA

胸高直径 26cm

樹高     23m

予定していた

伐倒方向

災害
事例

SAIGAI JIREI

トドマツの伐倒作業において、伐倒したトドマツがかかり木となった
が、そのまま放置して別のトドマツを伐倒していたところ、かかり木が
落下し、伐倒者に激突した。

放置していたかかり
木が落下し、伐倒者
に激突

災害の
概　要

災害の発生原因

１　かかり木を処理せずに放置し、隣接する
木を伐倒したこと。
２　かかり木の周囲に立入禁止の表示をしな
かったため、かかり木の下に立ち入ったこ
と。
３　かかり木処理の方法・手順を事前に決め
ておらず、安全な作業方法が取られていな
かったこと。
４　追い口の高さ、切残し（つる）の幅が適
切でなく、基本的な伐倒方法が行われてい
なかったことから伐倒方向が変わり、かか
り木になったこと。

災害の発生状況

被災者は、トドマツ人工林の列状間伐の伐
倒作業に従事していた。トドマツＡ（胸高直
径26cm、樹高23m）を伐倒したところ、伐
倒方向が予定していた方向から約30度左に
ずれて、ニレの木にかかり木となった。
被災者は、かかり木となったトドマツＡを
処理せず放置し、約20m離れた別のトドマツ
Ｂ（胸高直径30cm、樹高25m）の伐倒を行っ
ていたが、チェーンソーのガイドバーが挟
まったため、クサビを打って外そうとしてい
たところ、かかり木となっていたトドマツＡ
がニレの木から外れて落下し、被災者の頭部
に激突した。
なお、トドマツ
Ａは、追い口が高
く、切残し（つる）
が殆ど残されてい
なかった。



６　作業計画等 
（１）調査及び記録　（略）
（２�）リスクアセスメント及びその結果に基づく措置の
実施等　（略）

（３）作業計画
ア 事業者は、伐木等作業を行う場合には、あらか
じめ、上記（１）を踏まえ、チェーンソーを用いて
伐木の作業を行う場合には表３、（中略）に示す
事項を含む作業計画を定めること。なお、作業計
画の標準的な様式は、別添１であること。
イ～ウ　（略）

（４）作業指揮者
事業者は、伐木等作業を行う場合、上記（３）に

より定められた作業計画に基づく作業の指揮を行わ
せるために、作業指揮者を選任すること。

７　チェーンソーを用いて行う伐木の作業
（１）～（２）　（略）
（３）基本的伐倒作業
ア～イ　（略）
ウ 追い口切り
（ア�）追い口切りは、受け口の高さの下から2/3程度
の位置とし、水平に切り込むこと。

（イ�） 追い口切りの切込みの深さは、つる幅が伐
根直径の1/10程度となるようにし、切り込み
すぎないこと。

エ～オ　（略）

（かかり木の処理の作業における危険の防止）
第�478条　事業者は、伐木の作業を行う場合において、
既にかかり木が生じている場合又はかかり木が生じた
場合は、速やかに当該かかり木を処理しなければなら
ない。ただし、速やかに処理することが困難なときは、
速やかに当該処理の作業に従事する作業従事者以外の
者が当該かかり木が激突することにより危険が生ずる

（４）～（５）　（略）
８　（略）

（別添２）�かかり木の処理の作業における安全の確保に
関する事項

１　（略）
２　具体的な措置
（１）かかり木に係る調査及び記録　（略）
（２）安全な作業の徹底
ア 確実な退避の実施等
（ア）退避場所の選定等

かかり木の発生後速やかに、当該かかり木の
場所から安全に退避できる退避場所を選定する
こと。

（イ）～（ウ）　（略）
イ～エ　（略）

（３�）かかり木を一時的に放置せざるを得ない場合の措
置の徹底

　　�　かかり木をやむを得ず一時的に放置する場合につ
いては、当該かかり木による危険が生ずるおそれが
ある場所に労働者等が誤って近付かないよう、安衛
則第478条第１項に基づき、当該処理の作業に従事
する労働者以外の労働者が立ち入ることを禁止し、
かつ、その旨を縄張、標識の設置等の措置によって
明示すること。

箇所に立ち入ることについて、禁止する旨を見やすい
箇所に表示することその他の方法により禁止するとと
もに、表示以外の方法により禁止したときは、当該箇
所が立入禁止である旨を縄張、標識の設置等の措置に
よつて表示した後、遅滞なく、処理することをもつて
足りる。

２～３　（略）

〈チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン〉（抜粋）

〈労働安全衛生規則〉

災害の防止対策

１　かかり木が発生した場合は、放置せず、
速やかに処理すること。速やかに処理でき
ない場合は、かかり木の下に立ち入らせな
いように、テープ等により立入禁止措置を
講じること。
２　かかり木を放置したまま、立入禁止区域
内の隣接する立木の伐倒を行わないこと。
３　作業地の事前調査を行い、伐木の作業方

法や、かかり木の処理方法を含むリスクア
セスメントを実施した上で、作業計画書及
び作業手順書を作成し、当該作業の作業指
揮者を定め、作業指揮者は作成した作業計
画に基づき作業の指揮を行うこと。
４　追い口の位置は、受け口の高さの３分の
２程度の高さとし、水平に切り込み、深さ
はつるの幅が伐根直径の10分の１程度残
るようにし、切り込み過ぎないこと等、適
正な伐倒方法とすること。
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